
 

 

 

 

 

 

 

 富士見小の２学期が始まりました。保護者の皆様や子供たちにとって、令和３年度の夏休

みはいかがでしたか？ 

学校からクロームブックを持ち帰った４年生以上の子供たちは、家で過ごす自由な時間の

中で夏休みの課題に取り組みました。いよいよ２学期からは、１年生から３年生の子供たち

も端末を活用した授業が始まります。安全・安心をベースに、学校ならではの「わくわく感」

や「じっくり感」を大切にした教育活動を今学期も進めていきたいと思います。 
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校長先生から、お話をします。 

７月 21 日(水)の１学期の終業式のときのお話、覚えていますか。 

8 月 26 日(木)、「絶対に元気で学校に来ること。」とお話したことを。 

8 月 26 日(木)、今日が迎えられました。みなさんに会えて、とてもうれしいです。先生方

も、心からみなさんの登校を待っていました。 

 

さて、今日から８１日間の２学期が始まります。みなさんも分かっていると思いますが、今、

日本、そして世界中で新型コロナウイルスの感染が広がっています。 

学校では、今まで以上にみなさんの感染に気を付けながら過ごしていきます。具体的には、

今までと同じように、①マスクをしっかりとつけること②手洗い、消毒をすること③友達との

距離をしっかりとる ということが大切です。 

「なーんだ。今までと変わらないのか・・・。」 

と思う人がいるかもしれませんので、ここでもう少し詳しく、なぜ、マスク、手洗い消毒、

友達との距離が大切なのか一緒に考えてみたいと思います。 

 

そこで、一つ問題です。 

みなさんは毎朝、体温を測り、元気だということを確認して学校に来ています。学校には元

気な人が集まって来ているのに、マスク、手洗い消毒、友達との距離が必要なのはなぜでしょ

うか？ 

① 新型コロナのウイルスが、空から飛んできて体に中に入ってしまうから。 

② 自分や友達が、新型コロナウイルスに感染しているかもしれないから。 

③ 日本中でやらなければならないことだから。 

さあ、考えてみてください。 

では、答えです。 

正解は、②の「自分や周りの人の誰かが、新型コロナウイルスに感染しているかもしれない

から。」です。 

 



 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

     

               

 

 

 

                                                                                                                                                                                                                           

「えー、やだぁ。自分が新型コロナウイルスにかかっているかもしれないの？」 

「え、じゃ、○○さんは、新型コロナウイルスにかかっているかもしれないの？」 

と思うかもしれませんが、感染予防というのはそういうことです。もしものときのことを

考えた行動なのです。 

 

ほとんどの人は、家に帰ってからも友達と遊ぶときにもマスクを着けていたり、外から帰

ったら手洗い・うがい・消毒をしっかりしたりしていると思いますので、新型コロナウイル

スに感染しないでいます。ですが、新型コロナウイルスというのは、うつってもすぐに熱が

出たり咳が出たりせず、何日か後にその症状が出てきます。そして、症状が出る２日前から

人にうつしてしまうのです。だから、もしかすると、今日は、自分は元気で何ともないけど、

もしかすると新型コロナの症状が出る２日前かもしれないんだ。周りの人の誰かは、症状が

出る２日前かもしれないと考えてみましょう。 

そうすると、どうすればよいかわかりますよね。新型コロナウイルスは、くしゃみやしゃ

べったときにでてくる飛沫(細かなつば)から感染します。人は話をするときに、細かなつば

が出ます。これが飛沫と言います。もしものことを考えて考えて、飛沫を飛ばさない。人の

飛沫を受けないためには、と考えればいいですね。これが感染予防です。 

 

そのためには、まず、①隙間を開けず、しっかりマスクをつけることです。鼻を出したマ

スクはつけていないと同じです。あごマスクなどもってのほかです。できれば不織布のマス

クの方が効果があります。 

そして、②手を口に触る前には、必ず消毒しないといけません。 

③人にくっつくのもいけません。 

この３つをしっかりと守り、一人一人が、人から言われるからやるのではなく、自分で意

識して、うつさない・うつらないための行動をとることが大切です。それが、自分や家族の

ため、富士見小のため、そして磐田市、日本のためなのです。 

 

細かくは、今後、保健の岡澤先生からもお話していってもらいます。 

 ２学期の始め、夢のある話をしたかったですが、今、みなさんに意識してもらいたいこと

をお話しました。 

以上で校長先生のお話を終わります。 

夏休み中に、学校がすっきりきれいになりました！ 

 長期の休みには、学校に業者

さんに入っていただく整備をす

ることが多くあります。 

 この休み中には、中庭の樹木

がすっきりし、体育館床にワッ

クスを塗布し、１階のロッカー

の塗装をしました。さて、子供

たちは気が付くかな・・・？ 

  


